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社団法人 日本アマチユア無縮:こ嚇麟番川クラブ



9月 の 定 例 ミ

ク ラ ブ 員 多 数 の

1 日 時

2 場 所

3議 題 ・

「 クラブ定例ミーテイング」御案内

― テ イ ン グ を 下 記 の と お り 開 催 い た し ま す の で 、

ご 出 席 を お 願 い し ま す 。

昭和 61年 9月 7日 (日 )13時 30分 か ら

高松市 大田上 町 広田神社 内「 広 田会館 」 l■ 67-3398

秋 の フイール ド運用計画 について

JARL 88総 会準備 について

レビータ関係経過報告

そ  の  他

=お 知 らせ  と お願 い =

1 この度、クラブ局 〔JA5YDE〕 の局免更新を行い、一部周波数等も増

波いたしました。各局の積極的な運用をお願いします。

2 7ノ116日 綬歌郡飯 I上 町 の JA5MIK宅 で開かれた レビータ局の開局 2周

年記念 パーライに併せて、 クラブ定例 ミーテイングを行 つた。

3 (■ 月 15ヨ に満農町において実施 した JA5YDコ の移動運用 にて交信 し

,t全 し1ク )各 局 か ら、謝意を記 した QSLカ ー ドが続 々と事務局 に届 いており

ます。機会があれば見 て くださいo

4 8九 アロ 〔木 )香 東川河川敷 において実施 された県 c)総 合防災訪1練 に、香

川県 アマチ■ ア無線亦十字奉仕団 として クラブ員 も参加 し、 日頃の通信技能

を生か し訓練通信 を披露 した。

5 8月 2日 ～ 8月 η6日 の間、県立養護学校で行われた電話級標準 コースの

講師、管理等 クラブ員 も協力 した。

6 会費未納 の方 は、 クラブ会計担当 (JA5MIK)ま で納付願 います。

◎ 貴局の会費は「
8ム 年度分 」まで払い込まれています。

(615.18 現在 )
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「 アマチユア無線テンコム展」盛会裏に終了す〃

当香川 クラブ主催に係 る「 アマチエア無線テ ンコム展 」 (QSLカ ー ド等 の

展示会 )が 、去 る7月 28日 から8月 3日 までの 1週間、高松市内丸亀町の宮

武画廊で開かれ ま した。 1司 展 にはクラブ員持寄 りによる世界 100か 国 との交

信証をは じめとして、国内全都道府県の郷土色 を生 か したデザインの QSLカ

ー ドや、南極基地等 JARL特 設局 の交信証、 また国会 クラブや郵政省 クラブ

等 の特殊 クラプのカー ド、さらにア メリカ 50州 のカー ド、美人 の○体か ら、

お軽 いところでは戦闘機、おめでたいところでは七福神等 々、ュニ ークなカー~~        ~~~                                   ｀ヽ_

ドがず らり、加 えて大村見 さんや故・ 藤村有弘 (ド ンガバ チヨ )さ んなど有名

人 のカー ドが並び、 その数 は大パ ネルで 10数、約 500枚 に余 る壮観 さ。

なお会場内 にはこの父信証のほか、 8月 13日 に打 ち上げ られたアマチユア

衛星 (JAS-1)=ふ じ=の 実物大模型 や古い型 の無線機 も展示 され人気 を

1専 していたようです。中で も
う88年開催予定 の瀬戸大橋博 の記念 カー ドの 6種  .

類 組原版 とその漫画家 の原画は垂涎の的で した。

たまたま 7月 29日 が丁度「 アマチユア無線 の日」とて、同展 のもようがテ

レビ 。新聞等で も報道 され、一般 の方 々やアマチェア無線 の仲間が大勢見物 に

来 られ、展示の一つひとつを熱心 に見ておられま した。……とは、同画廊 の人 の

は な し。

最後 に今回のテ ンコム展 の大成功を喜 ぶ とともに、 JA5MG氏 を中心 に昼  、、、

間 のコマーンヤルの疲 れも見せず、運 日夜遅 くまでカー ドの貼 りつけやビニー

ル掛 け、 また説明文 のイラス ト、パ ネル取付金具 の製作、あ るいは前 日の会場

への搬入 か らセツテ イング、そ して撤去片付 けと会員有志の御協力があれはこ

そ と、紙上を借 りて厚 く御礼 申 し上げます。

(カ ゲ ノコエ )

この協力体制を さらにさらに盛 り上げ .広 げて、来 るべき 88JARL

総会の足 がかりに したいものです なア ・…・…………………。
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正確な時刻を知らせる標準電波
(電 波 研 究 所 )

朝 の出勤前のあわただ しいひととき、テンビ画面の片隅に表示 される時刻は、

分単位、秒単位で行動 している現代人 に とって正確 な時刻 を知 る便利 な存在 とな

っていますが、時報の仕組みや時刻 の決め方 などほとんど気 にしないで使 ってい

ます。時の記念 日にちなみ、時報の仕組みや、移 り変わ りを調べてみま しょう。

｀
お江戸 日本橋七つ立 ち "江戸時代の歌や時代劇 に出て くる時刻 は、昼 と夜 と

の時間が違 った り、また、夏 と冬 では、その長 さが異なる不定時法が採用 されて

い ま した。 この不定時法では時の基準を夜明 け (明 け六つ )と 日暮 れ (暮 れ六つ )

とし、その決め方は、鐘つき役 の名人芸 の勘によ っていたそ うです。 したが つて

江戸 と京都では時刻が異 な り、また、同 じ江戸で も、あちらこちらでつ く鐘 の音

が まちまちでは、二つ も二つも間 こえる人 たちは、 さぞ困惑 したであろうと想像

されますが、江戸 か ら京都まで飛脚 でも 3日 ～ 4日 かか っていた時代、一般庶民

の生活感覚 からすれば、30分 や 1時間 くらいの差など、あま り問題 にな らなか っ

たのかもしれません。

明治に入 り、それまでの不定時法から現代のような定時法に改め られ、時刻の

基準 も『 東経 13′ の子午線の時をもって本邦一般の標準時とする』ことになり、

天文観測によって決め られてきました。また、時報も時の鐘から、毎日 1回正午

に大砲を一発発射 して、時刻を知 らせる時号砲 に変わり、昭和の初めまで続 けら

れました。

時の記念 日が制定 されたのは、大正九年東京御茶 ノ水 の教育博物館で行われた

「 時の展覧会 」が始 まりとされています。 この展覧会 の目的 は
｀`

時 "に対 す る関

心を高め、生活改善 に役立てよ うというもので、その内容 は、当時使われていた

観測機器や時計 のほかに篤志家秘蔵 の古時計 や古暦書などが多数陳列 され、予想

以上 に好評であ つたということです o

一方、時報に関 しては、昭和23年 に郵政省は、『 周波数標準値を定め、標準電

波を発射 し、標準時を通報する」という法律ができ、郵政省電波研究所がその業

務 を行 ってきました。これまで、時刻と時間は同 じ天文観測から決められていま

したが、昭和47年 から、時間は原子時計で、時刻はほぼ地球の自転時を表す、新 し

い時系に改められ、現在に至 っています。

原子時計の正確さは、30万年で誤差 1秒 という驚異的なンベルに達 し、あらゆ

-3-

t

t



る標準の中で最 も精度 が高 く、秒の定義 に採用 されています。 したが つて、原子

時計 の針 をある時点で標準時 に合 わせれば、時刻 も示す ことがで きますが、地球

の自転速度は、不規則 な変動 をするため、原子時計の示す時刻 と、地球の 自転時

とはだんだん離れていきます。 これでは天文観測や宇宙科学、測地などの分野で

困 りますので、必要 に応 じて世界中で一斉 に、原子時計 をち ょうど 1秒 だけ、進

めたり、遅 らせた りして、地球の自転時 と 0,9秒 以上離 れないようにしています。

これを
こ

うるう秒調整 "と 呼び、 これまでに13回 行われま した。 このよ うに維持

される標準時を、 これまでの世界時 と区別 する意味で、協定世界時 と呼びます。

現在、世界各地 にある保時機関には、それぞれ数台～数十台の原子時計があつ

て 、それぞれの国の標準時を決めています。また、保時機関相互 には、人工衛星
、

や航法用の電波を使 った時刻 の比較網 がぁ って、一億分 の一秒程度の正 確 さで、

お互 いの標準時が関係付 けられています。

この標準時は、各国 とも標準電波 などによ つて通報、供給 してお り、 日本では、

郵政省電波研究所が運用 している標準電波 JJYが その役割 を果 しています。短

波 放送が受信できるラジオがあれは、いつで も、だれでも利用す ることができ、

日本 国 内 で した ら、 ダ /ヤ ルを 2.5MHz、 5MHz、 あ るい は 8 M II zに 合 ゎ せ る

と、 ビー、 ビー、 ビー (時間 によ って は コ ツ、 コ ツ と聞 こえ るときもあ る )と い

う規員彙Eし い音 が置:こ えるはずです。 これか周波数 t/D標 準 と、それにのせて 日本

の標準時を放送 している標準霞波 JJYで つ。放送局や NTTの 時計 は、 ときど

きこの標準電波を受信 して較」Eさ れ ますか ら、私たちは間接的に目分の
特計を標

準電波 に合ゎせて行動 してしゝることになります。

日常の生活には、月差 15砂 くおいの クオーーツ時計で十分で しょぅ。 しか し、正
、_

確 な原子時計 のおかげで、数■ キロ メー トル離れた大睦陶距離を数センチメー ト

ルの精度で漫」ることができ、ノヽ ワイ諸島が 1年で 4セ ンチメー トル程 日本 に近づ

いてい るのが分 か りま した。

また、 このよ うな観測を長 く続 ければ、地震 の予知 にも役立 ちます。 この外、

船 や航空機 の衝突防止、宇冨科学など私 たちの生活改善 に大 き く貢献 しています。

=郵政公報 (資料板第 302号 )61年 5月 30日  か ら転載 =

◎  日本標準時制定 100年 を記念 して東経 135度線上 にある兵庫県明石市立

天文科学露 4階 に開設 された JARL特 別記念局「 8J3JST」 との交信

を、各局 はされたので しようか。
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O JAS-1 あがる  「 ふ じ」と命名

8月■ 3.日  午 前 5時 45分  打 ち上 げ に成 功

執 道情 報 な ど詳 細 に つ いて は テ レホ ン・ サ ー ビス で

電 話 番 号  08-942-100o

◎ 電 監 局 長 に  柳  橋   氏

7月 10日 付け 発令

四国電気通信監理局長  柳 橋 憲 助 〔やなぎばし けんすけ )

(電気通信局電波部検定課長 )

新潟県出身 57歳
昭和 23年  1月  通信省採用

55年 10月  電波研究所総務部長

57年  7月  電波監理局調査官

58年  7月  電波監理審議会審理官

59年  7月  電気通信局電波部検定課長

家族は夫人 と二男

趣味は日碁、謡、ポクリング

(参考 前 上原電監局長は、九州郵政監察局長に転出 )

"四目郵政だよりL275 61■ 20 から‐

柳橋電監局長

t
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